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SWANS (Subaru Wide-Field AGN Survey) プロジェクトとは、すばる望遠鏡用に製作が進められている次世
代超広視野カメラHSCを用いて行う活動銀河核の広域探査観測計画である。本計画では、1000平方度以上の天域
に対して取得する多色撮像データを用いて、z > 6.5の活動銀河核を世界に先駆けて発見するとともに 4 < z < 6
の活動銀河核を系統的に探査する。また数十平方度の天域について数年間のモニタリング観測も行い、母銀河光
度と同程度あるいはそれよりも暗い低光度活動銀河核を時間変動情報によって探査する計画である。
得られたサンプルを基に光度関数や空間相関関数といった統計量を導出し、巨大ブラックホールの成長や活動銀

河核の活動性発現メカニズムについて新たな知見を得ることを本計画では目指している。この目的を達成するた
め、多数の理論研究者も観測計画立案段階から議論に参加してきているのが本計画の特徴である。またHSCサー
ベイにより得られるサンプルは、すばる望遠鏡の将来装置として検討されている超広視野分光器 PFSや、ALMA
および TMTといった計画に対する興味深い観測ターゲット供給という観点からも意義深いと考えている。
本講演ではこの SWANSプロジェクトについて概要を示した上で現在の検討状況を報告し、今後の展開につい

て紹介する。


